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なつかしの国　石見　iwami

自慢の絵手紙で暑中お見舞い

暑中お見舞い申し上げます

　生涯学習講座「美郷大学」の講座で、６月29日
（水）受講生が絵手紙づくりに挑戦。
　旬を迎えたナスやジャガイモ、夏みかん、ビワ
などを題材にして思い思いに筆を走らせました。
　参加者の皆さんは「今年は味のある暑中見舞い
を出せるね♪」と喜んでいました。
� （関連記事４ページ）

「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ」　　７月は社会を明るくする運動　強化月間です。



ふ
れ
あ
っ
て
共
に
学
ぼ
う

　

美
郷
町
内
の
文
化
団
体
が
日
頃
の
活

動
成
果
を
発
表
す
る
「
み
さ
と
町
民
文

化
祭
」
が
６
月
19
日
（
日
）、
大
和
中

学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、大
正
琴
や
銭
太
鼓
、

舞
踊
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
会
場

内
で
は
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
切
り
絵
、
陶

芸
な
ど
の
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー
も
並
び

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

み
さ
と
町
民
文
化
祭

第6回

●展示の部
土楽上野、和紙ちぎりえサークル美郷、美郷町銀山街道
を護る会、石川短歌会、比之宮公民館リサイクル教室、
都賀行公民館切り絵教室、都賀行（潮）公民館編み物教室、
別府公民館子ども習字教室、都賀公民館俳句教室「まほ
ろば句会」、都賀・比之宮公民館パッチワーク教室、美
郷町老人クラブ連合会、地頭所婦人会あけび同好会、都
賀行隣保館（デジカメ教室、川柳教室、書道教室、華道
教室、編み物教室、竹とんぼペイント体験）、浜原隣保
館（習字作品、ちぎり絵作品）、放課後子ども教室、グルー
プホーム　マホロバの里、まほろば大和、紙芝居読み語
り、都賀・長藤地域協議会

●模擬店・バザーの部
都賀地域婦人会、森脇商店、商工会女性部、大和特産
加工センター、JA 島根おおち女性部、JA 島根おおち
青年連盟大和支部、伊藤商店、ひじきドリーム、大和食堂、
美郷町老人クラブ連合会、大志○、久喜原農業振興会
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舞台出演の部 〜たくさんの方に出演いただきありがとうございました〜

●舞台出演の部
舞台：上野銭太鼓・都賀地域婦人会、千絵乃会、邑智五絃会、比之宮公民館（舞踊教室、カラオケ教室）、都賀公民館（舞踊教室、

まほろば句会）、都賀行隣保館コーラスクラブ、かすみ草の会、たかみ一座、今福優と「石見の風」、はぁ〜もにぃ〜、都
神楽団

●講演会　「ふるまい向上など　あ・れ・これと」（公益財団法人ふるさと島根定住財団理事長　藤原 義光氏）
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振
興
課
職
員
も
参
加
し
、
高
畑
の

清
水
溥
万
さ
ん
方
の
無
農
薬
水
田

約
46
ア
ー
ル
で
４
班
に
分
か
れ
取

り
組
み
ま
し
た
。
梅
雨
の
晴
れ
間

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
は
畦
際
を

歩
き
な
が
ら
水
中
に
目
を
凝
ら

し
、
ド
ジ
ョ
ウ
や
ヤ
ゴ
な
ど
を
見

つ
け
る
と
タ
モ
で
す
く
っ
て
水
槽

に
入
れ
、
持
参
し
た
生
物
図
鑑
な

ど
で
生
き
物
の
種
類
や
数
を
記
録

し
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
カ
エ
ル

を
怖
が
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も

観
察
会
の
終
わ
り
に
は
手
で
つ
か

ん
で
遊
ぶ
ほ
ど
慣
れ
親
し
ん
だ
様

子
で
し
た
。

月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
、
歴

史
や
環
境
問
題
な
ど
の
ほ
か
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
学
習

を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
29
日
（
水
）
に
あ
っ
た
講

座
で
は
、
邑
南
町
の
藤
川
玲
子
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
絵
手
紙
づ
く

り
に
挑
戦
。
旬
を
迎
え
た
ナ
ス
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
夏
み
か
ん
、
ビ
ワ

な
ど
を
題
材
に
思
い
思
い
に
筆
を

走
ら
せ
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
「
今
年
は
味
の
あ
る
暑
中
見

舞
い
を
出
せ
る
ね
♪
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
に
棲
む
生
き
物
の
調
査

を
と
お
し
、
身
近
に
あ
る
水
田
が

果
た
す
役
割
を
学
ぼ
う
と
邑
智
小

学
校
４
年
生
児
童
25
人
が
、
６
月

９
日
（
木
）、
町
内
で
田
ん
ぼ
の

生
き
物
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
畦

際
な
ど
で
カ
エ
ル
や
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
を
捕
ま
え
た
子
ど
も
た
ち

は
、
田
ん
ぼ
の
中
に
想
像
以
上
に

多
く
の
生
物
が
棲
ん
で
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　
生
き
物
調
査
は
、
邑
智
小
学
校

が
「
総
合
学
習
の
時
間
」
を
使
い

実
施
。
島
根
県
西
部
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
県
央
事
務
所
や
役
場
産
業

　

生
涯
学
習
講
座
「
美
郷
大
学
」

の
入
学
式
が
６
月
１
日
（
水
）、

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

町
内
か
ら
参
加
し
た
新
入
生
16
人

が
学
び
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
同
講
座
は
、
平
成
３
年
４
月

に
旧
邑
智
町
が
「
長
寿
大
学
」
の

名
称
で
開
設
。
以
来
、
３
５
０
人

あ
ま
り
の
卒
業
生
が
、
地
域
づ
く

り
の
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
時
代
の
変
化
に

対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
め
ざ

し
、
20
期
目
の
節
目
を
迎
え
た
今

年
、「
美
郷
大
学
」
に
改
名
し
、

新
た
な
生
涯
学
習
講
座
と
し
て
生

徒
を
募
り
ま
し
た
。美
郷
大
学
は
、

「いっぱいいたよ♪」　〜邑智小４年生田んぼの生き物調査

「学びの道に終わりはない」　〜「長寿大学」改め「美郷大学」として新たにスタート

▲�清水溥万さん（左）とともに畦際の生き物を観察して歩く子ど
もたち

▲思い思いの題材を観察しながら筆を動かす受講生

▲見て！見て！「ガムシ」を捕まえたよ♪

▲美郷大学の新入生の皆さん（２列目以降）

このコーナーでは、町内で行われた様々なできごとをご紹介します！
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玉
を
使
い
、
楽
器
や
糸
電
話
な
ど

の
お
も
ち
ゃ
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。
生
徒
と
園
児
は
、
早
速
完
成

し
た
お
も
ち
ゃ
を
手
に
歓
声
を
あ

げ
な
が
ら
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
園
庭
に
出
て
園
児
と
と

も
に
、
砂
遊
び
や
か
け
っ
こ
、
か

く
れ
ん
ぼ
な
ど
を
し
生
徒
た
ち
は

汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら
交

流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
土
田
良
太
さ
ん
は

「
完
成
し
た
お
も
ち
ゃ
を
喜
ん
で

遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
表
情

を
見
て
嬉
し
か
っ
た
。
保
育
士
さ

ん
の
仕
事
は
大
変
そ
う
だ
け
ど
、

や
り
が
い
が
あ
り
そ
う
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

月
に
別
府
地
域
に
着
任
し
た
ば
か

り
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
風

船
を
様
々
な
形
に
加
工
す
る
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を

集
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
会
場
近

く
の
尻
無
川
周
辺
で
ホ
タ
ル
観
察

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
あ
り
、
参
加
者

は
川
沿
い
の
あ
ち
こ
ち
で
乱
舞
す

る
ホ
タ
ル
の
幻
想
的
な
光
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
を
主
催
し
た
別
府
地
域

連
合
自
治
会
の
樋
ケ
昭
義
会
長
は

「
今
年
は
例
年
に
な
く
ホ
タ
ル
も

多
く
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
。
若
者
定
住
住

宅
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
地

域
が
元
気
に
な
る
材
料
も
豊
富
。

地
域
力
を
更
に
高
め
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
和
中
学
校
の
３
年
生
18
人

が
、
６
月
30
日
（
木
）
都
賀
保
育

園
を
訪
れ
て
保
育
実
習
を
行
い
、

園
児
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
家
庭
科
の
授
業
に
乳

幼
児
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ
学
習
が

あ
り
、
大
和
中
学
校
で
は
そ
の
仕

上
げ
と
し
て
毎
年
、
都
賀
保
育
園

を
訪
れ
て
保
育
実
習
を
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
日
、
生
徒
た
ち
は
３
〜
５

歳
ま
で
の
園
児
と
と
も
に
、
紙

コ
ッ
プ
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
づ
く

り
に
挑
戦
。
園
児
た
ち
が
マ
ジ
ッ

ク
や
ク
レ
ヨ
ン
で
紙
コ
ッ
プ
に
思

い
思
い
の
絵
を
描
い
た
後
、
輪
ゴ

ム
や
ナ
イ
ロ
ン
袋
、た
こ
糸
、ビ
ー

　
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
集
落
近
く
の

川
沿
い
に
乱
舞
す
る
「
蛍
の
里
」

を
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
６
月
11
日
（
土
）

「
別
府
ホ
タ
ル
ま
つ
り
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
別
府
公
民
館
駐
車
場
で

は
、
地
元
青
壮
年
グ
ル
ー
プ
「
松

青
会
」
や
小
松
地
子
ど
も
会
、
自

治
会
な
ど
が
焼
き
鳥
、
綿
菓
子
な

ど
の
バ
ザ
ー
を
出
店
し
、
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
６

おもちゃづくりをとおして園児と交流　〜大和中学校３年生が保育実習

ホタル観察ウォークとフォークコンサートで賑わい　〜別府ホタルまつり

▲�おにいさん、おねえさんが遊んでくれて子どもたちも嬉しそう

▲�名付けてホタル焼きそば！「ホタルは
入っていないけど、美味しいよ〜」

▲「おねぇさん、みてみて〜」

▲�観察ウォーク前のコンサートで熱唱するシン
ガーソングライターの松山隆宏さん（東京都）
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防
犯
功
労
者

　�

島
根
県
防
犯
連
合
会
・

�
島
根
県
警
感
謝
状

民
生
委
員

�

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

保
護
司
　
法
務
大
臣
感
謝
状

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

地
域
の
防
犯
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
し
て
、

５
月
16
日
（
月
）、
美
郷
町
内
の
団
体
と
個
人
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

・
団
体

　

�

邑
智
郡
地
域
安
全
推
進
指
導
員

�

協
議
会
邑
智
支
部

・
個
人

　

�

黒
川
　
民
次
郎
（
都
賀
行
）

�

（
邑
智
郡
地
域
安
全
推
進
員
協
議
会　
　
　
　

�

大
和
支
部
指
導
員
）

　
民
生
委
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
活
動
し
た
と
し

て
、厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

・
奥
野
　

美
子
さ
ん
（
乙
原
）

　

保
護
司
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
活
動
し
た
と
し

て
、
法
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

・
安
田
　
玲
子
さ
ん
（
港
）

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
、
３
月
14
日
か
ら
５

月
13
日
ま
で
、
役
場
、
大
和
事
務
所
、
各
公
民
館
で
募

金
箱
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
町
民
の
皆
様
か
ら
多
く
の

義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
美
郷
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

義
援
金
総
額　

３
７
７
，
１
６
５
円

　
美
郷
町
の
光
フ
ァ
イ
バ
敷
設
事
業
「
み
さ
と
光
ネ
ッ

ト
」の
施
工
計
画
業
者「
ア
イ・ね
っ
と
株
式
会
社
」（
石

原
俊
太
郎
代
表
取
締
役・松
江
市
）
か
ら
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
を
使
用
し
た
街
灯
30
本
が
町
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。
町
で
は
寄
贈
さ
れ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
を
、
公

共
施
設
の
電
球
更
新
時
に
併
せ
、
設
置
し
て
い
く
予
定

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災　

義
援
金
の
お
礼

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
街
灯
30
本
を
寄
贈

�

「
ア
イ
・
ね
っ
と
株
式
会
社
」

お知らせ

▲�「安全・安心の町づくりに役
立てください」と沖野町長に
LED 街灯を手渡す石原俊太郎
代表取締役
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Information

吾
郷
駐
在
所
広
報
紙
「
江
の
川
」

地域密着型の広報紙で最優秀賞
島
根
県
警
交
番
・
駐
在
所
広
報
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

問
　「
と
か
く
内
容
が
固
く
な
り
が

ち
な
イ
メ
ー
ジ
の
警
察
広
報
紙
で

す
が
、
普
段
か
ら
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
？
」

答
　「
知
ら
せ
た
い
内
容
に
注
目
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
見
出
し
や
レ

イ
ア
ウ
ト
に
は
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。
普
段
か
ら
（
広
報
紙
作
成

を
）
う
ま
く
な
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
持
つ
よ
う
に
し
、
新
聞
の

見
出
し
の
付
け
方
な
ど
も
常
に
参

考
に
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
新

聞
の
見
出
し
は
、
勉
強
に
な
り
ま

す
（
笑
）」

問
　「
こ
れ
ま
で
の
苦
労
話
や
嬉
し

か
っ
た
こ
と
は
？
」

答
　「
毎
月
発
行
し
続
け
る
の
は
大

変
で
す
。
特
に
、
事
件
事
故
が
多

い
と
、
そ
の
事
務
処
理
に
追
わ
れ

　
県
内
の
駐
在
所
や
交
番
が
定
期
的
に

発
行
す
る
広
報
紙
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
行

わ
れ
、
吾
郷
駐
在
所
の
佐
々
木
和
博
巡

査
部
長
が
発
行
し
て
い
る
「
江
の
川
」

（
平
成
22
年
７
月
号
）
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
安
全
・
安
心
な
社

会
を
求
め
る
声
の
高
ま
り
を
受
け
島
根

県
警
が
10
年
ぶ
り
に
復
活
。
県
内
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
40
点
を
島
根
県
警
本
部
長

な
ど
関
係
者
が
、
地
域
性
や
わ
か
り
や

す
さ
な
ど
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

「
江
の
川
」
は
鮎
釣
り
の
解
禁
情
報
や

青
パ
ト
隊
発
足
の
記
事
な
ど
、
地
域
内

の
情
報
を
織
り
交
ぜ
て
お
り
、
そ
れ
ら

が
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
佐
々
木
巡
査
部
長
は
、
昭
和
61
年
に

都
川
駐
在
所
（
浜
田
市
旭
町
）
勤
務
時

に
発
行
し
た
「
広
報
八
戸
川
」
が
全
国

大
会
で
第
３
位
に
あ
た
る
警
察
庁
保
安

部
長
賞
を
受
賞
し
た

ほ
か
、
県
内
の
各
駐

在
所
勤
務
時
に
発
行

し
た
広
報
紙
が
計
10

回
、
島
根
県
警
か
ら

最
優
秀
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

る
の
で
苦
労
し
ま
す
。
ま
た
、
発

行
紙
を
管
轄
の
地
域
内
に
届
け
る

の
は
意
外
に
大
変
で
し
た
。
そ
の

点
、
自
治
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
の

配
布
体
制
が
整
っ
て
い
る
美
郷
町

は
住
民
の
方
に
安
定
し
て
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
嬉
し
か
っ
た

こ
と
は
、
隠
岐
で
の
勤
務
時
に
受

賞
し
た
際
は
、
地
域
を
あ
げ
て

祝
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。」

問
　「
今
後
の
抱
負
は
？
」

答
　「
広
報
紙
に
は
人
柄
が
表
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
毎
月
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
、
と
い
う
言
葉
を

励
み
に
、
地
域
性
を
大
切
に
し
、

や
わ
ら
か
な
表
現
を
心
が
け
て
い

き
た
い
で
す
」

　
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

へ
の
意
識
が
年
々
高
ま
る
中
、
地

元
密
着
の
情
報
を
上
手
に
織
り
込

ん
だ
駐
在
所
広
報
紙
の
役
割
は

今
後
も
益
々
増
加
し
そ
う
で
す
。

佐
々
木
巡
査
部
長
の
今
後
の
活
躍

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

▲�受賞した「江の
川」（平成 22 年
７月号）

Ｊジ
ェ
イ

－

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

を
実
施
し
ま
す

お知らせ

　
美
郷
町
で
は
、
Ｊ
ジ
ェ
イ

－

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
緊
急
放
送
を
８

月
１
日
（
月
）
か
ら
運
用
開
始
し
ま
す
。
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は
、
大
規
模
災
害
や
武
力
攻
撃

事
態
が
起
き
た
際
に
、
国
民
保
護
の
た
め
に
必

要
な
情
報
を
、
通
信
衛
星
を
利
用
し
て
瞬
時
に

地
方
公
共
団
体
に
伝
え
、
自
動
的
に
防
災
行
政

無
線
で
住
民
に
緊
急
情
報
を
伝
達
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
を
利
用
し
て
伝
達

す
る
情
報
は
、
次
の
５
つ
で
す
。

　
①
大
規
模
テ
ロ
行
為
情
報

　
②
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
情
報

　
③
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情
報

　
④
航
空
攻
撃　
（
以
上
は
中
国
地
方
で
起
こ
っ
た
場
合
）

　
⑤�

島
根
県
東
西
部
を
震
源
と
す
る
と
震
度
４

以
上
の
地
震
が
予
想
さ
れ
る
場
合

　
①
〜
⑤
が
、
発
生
ま
た
は
予
想
さ
れ
る
場
合
、

国
か
ら
の
情
報
が
自
動
的
に
防
災
無
線
で
放
送
さ

れ
ま
す
。
い
ち
早
く
緊
急
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と

で
、
住
民
に
早
期
避
難
な
ど
を
促
し
被
害
軽
減
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
放
送
が
流
れ
た
場
合
、
あ
わ

て
ず
行
動
し
、
身
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
総
務
課
（
☎
７
５・１
２
１
１
）

▲�「手書きからパソコン
編集に変わったけど、
読者への思いは同じで
す」と佐々木巡査部長

▲賞状を手に受賞を喜ぶ
佐々木巡査部長
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お知らせ

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

お知らせ

　
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父

親
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児
童
の
母
、
ま
た
は
父

が
身
体
な
ど
に
重
度
の
障
害
（
障
害
年
金
受
給
者
を
除

く
）
が
あ
る
児
童
の
母
、
あ
る
い
は
母
に
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

・
手
当
の
月
額
（
児
童
１
人
の
場
合
）

　
全
部
支
給　
４
１
，
５
５
０
円

　
一
部
支
給　
９
，
８
１
０
円
〜
４
１
，
５
４
０
円

・
手
当
の
支
給
月　
年
３
回
（
12
月
、
４
月
、
８
月
）

　
現
在
受
給
中
の
方
は
、
毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。（
継
続
申
請
）

　
現
況
届
を
提
出
せ
ず
に
２
年
経
過
す
る
と
受
給
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
住
民
福
祉
課
（
☎
７
５・１
２
１
３
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
障
害

者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
の
所
得

状
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

お知らせ

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
障
害
者
手
当
（
障
害

児
福
祉
手
当
）
は
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す

る
障
害
者
及
び
児
童
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
社
会
保
障
制
度
で
、
在
宅
障
害
児
の
監

護
、
養
育
者
及
び
介
護
者
に
対
す
る
支
援
的
性
格
を
有

す
る
社
会
福
祉
制
度
で
す
。

　
受
給
者
の
方
に
は
所
得
状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
所
得
状
況
届
は
今
後
１
年
間
の

受
給
資
格
を
審
査
す
る
も
の
で
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
提
出
し
な
い
と
支
給
が
停
止
さ
れ
、
２
年

間
提
出
し
な
い
と
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

○
提
出
期
間

　
平
成
23
年
８
月
11
日
（
木
）
〜
９
月
９
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
福
祉
課
（
☎
７
５・１
２
１
３
）

　
大
和
事
務
所　
　
（
☎
８
２・３
１
２
１
）

交
通
事
故
に
よ
り
重
度
の

障
が
い
を
負
わ
れ
た
方
へ

お知らせ
・
自
動
車
事
故
で
重
度
の
後
遺
障
が
い
を
負
っ
た
方
で
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

・
保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障

が
い
を
負
っ
た
お
子
様
に
育
成
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

○
重
度
の
後
遺
障
が
い
者
介
護
料
支
給

　

�

自
動
車
事
故
で
、「
脳
」「
脊
髄
」
ま
た
は
「
肺
、心
臓
、

胃
な
ど
」
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
が
い
が
あ

り
、
介
護
が
必
要
な
方
。
介
護
料
は
、
月
額
２
９
，

２
９
０
円
〜
１
３
６
，
８
８
０
円
（
状
況
に
応
じ
て

支
給
）

○
交
通
遺
児
等
の
育
成
資
金
貸
付

　

�

自
動
車
事
故
で
保
護
者
が
死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺

障
が
い
を
負
い
、
そ
の
子
が
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま

で
、
保
護
者
に
無
利
子
で
育
成
資
金
を
貸
し
付
け
ま

す
。
貸
付
金
額
は
、
子
ど
も
一
人
に
つ
き
、
一
時
金

15
万
５
千
円
・
毎
月
２
万
円
・
小
中
学
校
入
学
時

４
万
４
千
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
島
根
支
所

�

（
☎
０
８
５
２・２
５・４
８
８
０
）

日
本
脳
炎
予
防
接
種　

定
期

接
種
対
象
者
の
接
種
年
齢
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

お知らせ

　
美
郷
町
は
、
平
成
23
年
度
中
に
３
〜
５
歳
、
９
歳
及

び
10
歳
に
な
る
お
子
さ
ん
に
対
し
て
、第
１
期
（
３
回
）

の
未
接
種
分
に
つ
い
て
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
５
月
20
日
付
で
法
改
正
さ
れ
、
公

費
で
受
け
ら
れ
る
対
象
年
齢
（
＝
特
例
対
象
者
）
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
記
の
特
例
対
象
者
は
、
日
本
脳
炎
の
接
種
回
数
４

回
（
１
期
：
３
回
、
２
期
１
回
）
の
う
ち
、
未
接
種
分

を
公
費
で
接
種
で
き
ま
す
。接
種
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
特
例
対
象
者

　
平
成
７
年
６
月
１
日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
接
種
対
象
期
間

　
対
象
者
が
20
歳
に
な
る
前
ま
で
（
※
現
在
３
〜
７
歳

６
カ
月
未
満
、
９
〜
13
歳
未
満
の
標
準
的
な
接
種
期
間
に

該
当
す
る
方
は
、
そ
の
年
齢
内
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。）
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○
接
種
す
る
回
数

　
４
回
の
接
種
の
う
ち
、不
足
分
を
接
種
で
き
ま
す（
た

だ
し
、
４
回
目
は
９
歳
以
上
の
方
）

○
接
種
方
法

⑴�

積
極
的
接
種
勧
奨
年
齢
の
方
に
、
６
月
に
予
診
票
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。（
３
歳
に
な
る
お
子
さ
ん
の

み
、
誕
生
日
以
降
に
随
時
送
付
し
ま
す
）
そ
れ
以
外

の
特
例
対
象
者
で
、
接
種
希
望
の
場
合
は
、
健
康
推

進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
予
診
票
を
お

送
り
し
ま
す
。

⑵�

必
ず
下
記
指
定
医
療
機
関
へ
１
週
間
前
ま
で
に
予
約

を
し
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
波
多
野
診
療
所
（
粕
渕
）　　
☎
７
５・１
２
３
２	

　
秦
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
粕
渕
）　　
☎
７
５・１
６
６
１

　
大
和
診
療
所
（
都
賀
本
郷
）　
☎
８
２・２
２
１
６

　
公
立
邑
智
病
院
（
邑
南
町
）　
☎
９
５・２
１
１
１

　
大
田
市
立
病
院
（
大
田
市
）

�

☎
０
８
５
４・８
４・７
５
７
１

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
健
康
推
進
課
（
☎
７
５・１
９
３
２
）

介
護
人
材
緊
急
雇
用
事
業

（
後
期
）
参
加
者
募
集

お知らせ

　
介
護
分
野
で
働
き
た
い
方
を
対
象
に
、
浜
田
市
内
で

の
介
護
専
門
資
格
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）
の
取
得

支
援
と
、介
護
保
険
施
設
等
で
の
お
試
し
勤
務
を
通
じ
、

適
性
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
就
職
先
選
び
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。（
定
員
は
10
名
程
度
で
解
雇
、
雇
止
め
に
よ
り

離
職
し
た
方
等
を
優
先
し
ま
す
）

・
募
集
〆
切　
８
月
12
日
（
金
）

・
受
講
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見
支
所

　
（
☎
０
８
５
５・２
４・９
３
４
０
）

お
米
の
産
地
が
わ
か
り
ま
す
！

〜
産
地
情
報
の
伝
達
が

�

７
月
か
ら
義
務
化
〜

お知らせ

　
７
月
か
ら
「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」
が
完
全
施

行
さ
れ
、
米
・
米
加
工
品
に
つ
い
て
、
産
地
情
報
を
消

費
者
に
伝
達
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
容
器・包
装
、
外
食
店
で
の
メ
ニ
ュ
ー
表
示
で
、

米
の
産
地
が
確
認
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
島
根
県
農
林
水
産
部
食
料
安
全
推
進
課

　
（
☎
０
８
５
２・２
２・５
６
４
９
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

人　事

　
７
月
１
日
付
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
次
の
隊

員
を
採
用
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
期
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
比
之
宮
）

小お

川が
わ　

珠た
ま

奈な

�

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

※�

美
郷
町
内
で
活
動
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、

７
月
１
日
現
在
18
人
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
（
☎
７
５・１
９
２
４
）

集
落
支
援
員

人　事

　
７
月
１
日
付
で
集
落
支
援
員
が
次
の
と
お
り
交
代
し

ま
し
た
。

・
上
野
地
区

橋は
し

本も
と　

力り
き

男お

・
別
府
地
区

岩い
わ

根ね　

和か
ず

博ひ
ろ

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課　
（
☎
７
５・１
２
１
１
）

Information
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お知らせ

▲

お問い合わせ先　美郷町消費者問題研究会（住民福祉課内）（☎ 75-1213）

シリーズ　「防ごう ! 消費者トラブル」

開運商法の広告は
� 「その先」にも注意が必要！

返品できるはずが…
○これが「霊感商法」の手口です！
・効果がないので業者に連絡したら、「何百人に売ってきて効果がないといわれたのは初め
てだ。特別に霊能鑑定しましょう」となり、「悪い霊が憑いてい。百万円の壺を買えば幸
福になれる」などと、さらに高額の商品を売りつけられてしまう。

○幸不幸は主観的な要素が大きく、悪質事業者はそこにつけ込みます！
・業者に文句をいうと「幸福になれなかったということを証明しなさい。できなければ返
品は受け付けない」と言われる。

○広告をよく見てください、「返品」について条件（返金や手数料）は明示されて
いますか？ 

・いざ返品しようとしたら「手数料は○万円です」と、返金どころか追加費用を求められ
てしまう。

●法律で広告は規制されています（でも限界も……）
　例えば、事実と著しく異なる表示は「誇大広告」として法律で禁止されています。しかし、
悪質業者の手口は年々巧妙になり、「絶対に効果があるとは言ってない」「体験談を載せて
いるだけ」などの逃げ道を用意している例が増えています。
　法と悪質業者の手口はいたちごっこ。だからこそ、何よりもまず消費者一人ひとりが冷
静な判断力をもって対応することが大切です。

　折込みチラシや雑誌広告で「このアクセ
サリーを身につければ、不思議な力で大金
持ちに！」などと射幸心をあおる、いわゆ
る開運商法。
　「値段はそう高くないし、返品可能だか
ら、試してみるか…」と軽い気持ちで注文
すると、後々トラブルに巻き込まれる場合
があります。

消費トラブルに関する相談は
〈消費者ホットライン〉
（☎ 0570-064-370）
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　６月 20 日（月）比之宮ふれあい農園で、地域の子
ども達が、交流センター長畠所長の指導を受けながら、
さつま芋の苗を植えました。自分の植えた苗に名札を
付け、沢山収穫出来るよう丁寧に植えていました。秋
には、地域の方と一緒に収穫し、料理やおやつ等を作
り、自分で育てた芋の美味しさを味わう予定です。

地域では

　６月８日（水）、邑智小学校で、２年生の給食
参観が行われました。子どもたちとの会食後、石
橋栄養教諭がランチマットと４つのお皿のタペス
トリーを使ってバランス良い食事について講演。
保護者の皆さんは、家庭でも主食、主菜、副菜が
揃った食事が重要性を実感しました。「バランス
良い食事はもちろん、大人も普段から器の位置を

意識して、子どもに伝えていくことが大切」と、石橋栄養教諭は話していました。

小学校では

　６月 15日（水）、沢谷保育所で、小児生
活習慣病予防教室が開催されました。健康
推進課の岩谷保健師が、４つのお皿のタペ
ストリーを使い、バランスよく食べること
の大切さを保護者に伝えました。次に田邊栄養士がバ
ランスのよい弁当作りのポイントについて説明し、親
子クッキングを行いました。子ども達は保護者と一緒
にクッキングや試食を行い、とても楽しそうでした。

保育所では

Information

▲

お問い合わせ先　食育推進会議（健康推進課）（☎ 75-1932）

（美郷町食育推進会議からのお知らせです）食育だより
　美郷町では、子どもから高齢者が「食を楽しみ、健康のために食を選択し、実践できる」こ
とを目指し、関係機関や団体でつくる「美郷町食育推進会議」で、様々な取り組みを行っています。
昨年度に行った食育推進計画中間評価結果から、今年度は以下の３点を重点的に取り組みます。

取り組みの柱
　１．朝食を食べる人が増加する
　２．主食、主菜、副菜を食べる人が増加する
　３．地産池消の意識のある人が増加する

〈食育の取り組み〉

４つのお皿のタペストリー
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お知らせ
リレー記事
【集落支援員だより】

えがおの明日へ
〜元気な美郷になるための取り組み〜

連載第６回　君谷地域

タ
ー
に
集
落
支
援
員
が
配
置
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
私
も
君
谷
の
所
長
・
副
公

民
館
長
と
し
て
不
慣
れ
な
が
ら
も
初
め

て
の
業
務
・
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

集
落
支
援
員
と
な
り
早
２
年
。
ど
の

よ
う
に
取
り
組
み
、
進
め
て
い
け
ば
い

い
の
か
、
悩
み
、
考
え
な
が
ら
の
日
々

で
す
が
、
私
が
関
わ
っ
て
い
る
君
谷
地

域
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

集
落
支
援
員
と
な
っ
て
の
当
初
の
仕

事
は
、
連
合
自
治
会
の
設
立
・
組
織
化

で
し
た
。
就
任
以
前
も
連
合
自
治
会
長

を
し
て
お
り
、
21
年
５
月
頃
か
ら
、
現

在
の
三
宅
連
合
自
治
会
長
や
当
時
の
君

谷
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
と
共
に
、
各
自

治
会
長
・
各
団
体
代
表
者
等
の
会
合
を

重
ね
ま
し
た
。
幸
い
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
の
も
と
で
機
運
が
高
ま
り
、
他
地
域

に
若
干
遅
れ
な
が
ら
も
新
組
織
の
誕
生

に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
誕
生
が
、
こ
の

後
の
地
域
の
活
動
、
取
り
組
み
に
大
き

な
影
響
、
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

そ
の
後
、君
谷
地
域
の
様
々
な
状
況
、

課
題
を
網
羅
的
に
調
べ
る
集
落
点
検
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
各
自
治
会
長
の
お

力
添
え
も
あ
り
、
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
集
落
点
検
を
通
じ
て
、
君

谷
で
は
葬
儀
の
際
の
香
典
返
し
の
品
を

見
直
し
て
は
ど
う
か
と
の
声
が
出
て
、

自
治
会
ご
と
に
検
討
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
引
き
続
き
の
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
、
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
の
初
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
、
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
も
含

め
60
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

地
元
の
乳
牛
放
牧
場
ま
で
の
往
復
約
７

キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
牧
場
で
搾
り

た
て
の
牛
乳
や
女
性
部
の
心
の
こ
も
っ

た
お
む
す
び
を
ご
馳
走
に
な
る
な
ど
、

盛
況
で
和
気
あ
い
あ
い
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
次
回
は
、
石
見
銀
山
街
道
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

当
地
域
も
高
齢
化
が
急
激
に
進
み
、

独
居
者
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
青
色
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
の
結
成
を
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、多
く
の
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

隊
員
18
名
・
車
16
台
で
の
結
成
と
な
り
、

君
谷
保
育
所
園
児
も
参
加
し
て
晴
れ
の

出
発
式
に
な
り
ま
し
た
。（
写
真
）

　

こ
の
３
月
末
に
は
、
残
念
な
が
ら
君

谷
駐
在
所
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

青
パ
ト
隊
の
結
成
は
地
域
と
し
て
は
時

機
を
得
た
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
町
に
要
請
し
て
い
ま
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
３
人
配
置
さ

れ
、
町
担
当
者
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・

自
治
会
で
会
議
を
持
っ
て
、
模
索
し
な

が
ら
活
動
計
画
の
作
業
に
没
頭
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

【
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
】

　

集
落
、
自
治
会
に
関
連
す
る
施
策
に

対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

�

担
当
課　

総
務
課
行
政
改
革
室

�

（
☎
７
５
・
１
２
１
１
）

　
　
君
谷
地
域
集
落
支
援
員　

川
角
　
義
信

　

地
元
連
合
自
治
会
の
推
薦
を
い
た
だ

き
、
平
成
21
年
10
月
か
ら
集
落
支
援
員

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
４

月
の
町
の
組
織
、
支
援
員
制
度
の
改
正

に
伴
い
、
町
内
４
箇
所
の
交
流
セ
ン

　
美
郷
町
で
は
、
地
域
の
課
題
解
決
や

活
性
化
の
た
め
に
、
地
域
ご
と
に
配
置
さ

れ
た
集
落
支
援
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
地
域
に
よ
っ
て
様
々
。

連
合
自
治
会
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
集
落
支
援
員

が
日
々
の
活
動
で
感
じ
た
こ
と
や
そ
の

思
い
な
ど
を
、
連
載
で
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
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Information

　

皆
さ
ん
が
こ
の
記
事
を
読
む
の
は
７

月
下
旬
。
間
も
な
く
田
ん
ぼ
で
は
出
穂

…
イ
ノ
シ
シ
の
大
好
き
な
乳
熟
期
に
突

入
で
す
。
今
回
は
、
柵
で
田
ん
ぼ
を
囲

う
前
に
、
ぜ
ひ
知
っ
て
お
き
た
い
柵
作

り
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
柵
も
設
置
方
法

や
管
理
方
法
を
間
違
え
る
と
逆
効
果
。

し
っ
か
り
読
ん
で
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

ネ
ッ
ト
は
、

た
る
ま
せ
て
支
柱
の
外
に

　

よ
く
あ
る
失
敗
は
２
つ
。
支
柱
の
内

側
（
山
側
で
な
く
田
ん
ぼ
側
）
に
張
っ

て
し
ま
う
失
敗
と
、
き
つ
く
張
り
す
ぎ

る
失
敗
。
支
柱
の
内
側
に
張
っ
て
し
ま

う
と
、
ほ
ん
の
少
し
イ
ノ
シ
シ
が
押
し

た
だ
け
で
支
柱
の
上
部
に
力
が
か
か
り

簡
単
に
支
柱
が
倒
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は

防
護
柵
で
は
な
く
て
縄
の
れ
ん
。次
に
、

連
載

「
こ
れ
な
ら
で
き
る
！

　
　

獣
害
対
策
」
第
８
回

几
帳
面
な
人
が
や
っ
て
し
ま
う
ネ
ッ
ト

の
引
っ
張
り
す
ぎ
。
菱
形
が
横
長
に
変

形
す
る
ほ
ど
引
っ
張
る
の
で
は
な
く
、

タ
ル
タ
ル
、
ユ
ル
ユ
ル
張
り
し
て
下
さ

い
。
地
面
は
デ
コ
ボ
コ
な
の
に
、
ピ
ン

と
張
っ
て
し
ま
っ
て
は
ネ
ッ
ト
の
裾
に

必
ず
隙
間
が
で
き
ま
す
。
体
型
が
く
さ

び
型
の
イ
ノ
シ
シ
が
鼻
面
を
下
げ
て
隙

間
に
突
っ
込
ん
で
し
ま
え
ば
苦
も
な
く

侵
入
で
す
。
ネ
ッ
ト
柵
で
は
「
ネ
ッ
ト

は
支
柱
の
外
側
に
、
た
る
ま
せ
て
下
手

に
張
る
」
が
秘
訣
で
す
。

ト
タ
ン
柵
は

外
側
の
草
刈
り
が
最
重
要

　

せ
っ
か
く
ト
タ
ン
柵
を
張
り
な
が
ら
、

あ
ま
り
に
も
山
際
に
張
り
す
ぎ
て
、
柵

の
外
側
の
管
理
が
で
き
て
い
な
い
事
例

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
ト
タ
ン
の
外
側

に
ス
ス
キ
、
サ
サ
、
灌
木
な
ど
が
生
い

茂
る
と
、
ト
タ
ン
際
が
安
心
で
き
る
潜

み
場
所
に
な
り
、
山
の
獣
道
が
ト
タ
ン

ま
で
下
り
て
来
ま
す
。
や
が
て
、
あ
な

た
が
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら
農
作
業
を

し
て
い
る
ほ
ん
の
数
メ
ー
ト
ル
先
の
ト

タ
ン
の
陰
で
イ
ノ
シ
シ
が
昼
寝
や
子
育

て
を
始
め
ま
す
。
人
の
気
配
や
農
機
の

音
に
慣
れ
る
訓
練
を
し
て
あ
げ
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
す
。

　

い
つ
も
張
り
っ
放
し
で
、
外
側
は
草

刈
り
を
し
て
い
な
い
ト
タ
ン
柵
は
、
被

害
防
止
柵
ど
こ
ろ
か
、
集
落
へ
の
イ
ノ

シ
シ
定
住
推
進
柵
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
せ
め
て
草
刈
り
機
で
一
回
り
分
の

巾
（
１
〜
２
メ
ー
ト
ル
）
だ
け
で
も
い

い
か
ら
、
ト
タ
ン
柵
の
外
側
も
管
理
し

て
下
さ
い
。「
ト
タ
ン
柵
、
外
側
刈
ら
ね

ば
イ
ノ
シ
シ
寄
せ
る
」。

電
柵
は
、

電
気
を
切
れ
ば
た
だ
の
ヒ
モ

　

最
も
多
い
失
敗
は
、
設
置
し
な
が
ら

電
気
を
切
る
こ
と
。
一
旦
設
置
し
た
ら

24
時
間
通
電
が
鉄
則
で
す
。
夜
だ
け
の

通
電
や
、
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
か
ら
切

る
と
い
っ
た
こ
と
が
、
地
域
全
体
で
電

柵
の
効
果
を
無
く
し
ま
す
。
次
に
、
高

さ
間
違
い
。
電
牧
線
の
高
さ
は
、
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
で
地
表
か
ら
20
、
40
、
60

セ
ン
チ
で
す
。
ア
ナ
グ
マ
・
タ
ヌ
キ
な

ら
、
下
段
の
さ
ら
に
下
、
地
表
か
ら
10

セ
ン
チ
に
追
加
し
ま
す
。
地
面
の
窪
み

や
水
路
付
近
で
は
支
柱
の
間
隔
を
詰
め

た
り
部
分
的
に
段
数
を
増
や
す
な
ど
工

夫
し
て
下
さ
い
。
一
箇
所
で
も
、
地
表

か
ら
30
セ
ン
チ
以
上
隙
間
が
あ
る
と
、

単
な
る
気
休
め
か
マ
ジ
ナ
イ
。
電
柵
の

ポ
イ
ン
ト
は
「
20
、
40
、
60
セ
ン
チ
、

24
時
間
忘
れ
ず
通
電
」
で
す
。
ま
た
、

稲
刈
り
跡
の
ヒ
コ
バ
エ
や
、
有
機
米
の

た
め
の
冬
の
ク
ロ
ー
バ
な
ど
を
囲
わ
な

い
の
は
、
サ
ル
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、

ノ
ウ
サ
ギ
な
ど
を
増
や
す
餌
付
け
行
為

で
し
た
よ
ね
。（
２
月
号
の
記
事
を
読

み
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
）。

　

次
回
は
「
サ
ル
対
策
の
た
め
の
柵
の

強
化
法
」
で
す
。

中
国
四
国
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

鳥
獣
害
研
究
チ
ー
ム
専
門
員

�

井　

上　

雅ま
さ　

央て
る
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お知らせInformation

石
川
短
歌
会

選
者　

藤
原
　
俊
彦
　
先
生

隣
家
の
欅
の
大
木
芽
吹
き
ゐ
て
重
な
る

　
梢
の
し
な
や
か
に
見
ゆ�

平
石
佳
寿
子

雨
霧
の
深
き
宍
道
湖
は
か
す
み
ゐ
て

　
水
鳥
の
姿
今
日
は
見
え
ざ
り�

藤
田
乃
冨
子

一
た
び
も
着
る
こ
と
も
な
く
派
手
に
な
り
し

　
着
物
は
た
た
み
仕
舞
ひ
を
き
た
り�

坂
東
フ
ジ
子

「
仰
げ
ば
尊
し
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　４月より第４期地域おこし協力隊と
して吾郷地域に配属されました。群馬
出身で４年間東京におりました。今春、
大学を卒業したばかりで農業等も未経
験なため、何もかもが足りていません
が地域の方の親切に助けられながら、
住民の方への支援や吾郷地域の地域お
こしに協力させていただいてます。
　吾郷地域としては、簗瀬にある旧吾
郷小学校を利用して生涯学習をすると
のことでその手伝いをすることが重要
な仕事の一つになりますが、現時点で

はまだ改修工事が行われておらず、併せて作られる予定の私たち協力隊の事務所もまだありません。そ
のため、色々なところで紹介して貰っていますが、まだまだ知れ渡ってないように思います。７月より
順次工事が始まり、仮事務所も作られるのでこれから資料を配布し、本格的に依頼を受けて活動してい
くことになりますが、その時に恥ずかしくないよう草刈り等、今現在練習を重
ねています。
　工事は 11月頃終了の予定ですが、それに先立ち先日は校庭に芝を移植しま
した。休日にも関わらず多くの地域の方が協力して下さり、本当にありがとう
ございました。私たちのことをよく知ってもらい
ながらこれから３年間、皆様のお手伝いが出来るよ
う、頑張っていきますのでよろしくお願いします。

地域を変える新しいチカラ

地域おこし協力隊通信  第 10 回  吾郷地域  地域おこし協力隊

第４期（吾郷）地域おこし協力隊
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腸管出血性大腸菌感染症とは？
　原因は毒素を発生する「腸管出血性大腸菌」による感染です。腸管出血性大腸菌は動物の腸管内な
ど自然界に広く分布しています。
感染経路　飲食物を介する経口感染です。
　　　　　◎菌に汚染された飲食物を摂取する。
　　　　　◎汚染された場所を触った手指を介して口から体内に入る。
特　　徴　◎潜伏期間　３〜５日（平均）
　　　　　◎症　　状　腹痛、下痢（通常の下痢、頻回の水様下痢）、血便など
　　　　　◎重症化に注意　溶血性尿毒症症候群等の合併症を起こすことがあります。

溶�血性尿毒症症候群：毒素により腎臓の細胞が傷害されて発症する、溶血性貧血、血小板減少、
急性腎不全の３つを特徴とする状態。主症状は尿が出にくい、出血を起こしやすい、頭痛など。

感染を防ぐには？
　・調理前、食事前、トイレ使用後には、必ず手を洗いましょう。
　・食肉等を調理する時は、中心部まで十分に加熱（75℃・１分以上）

しましょう。
　・生肉や加熱不十分な肉を食べないようにしましょう。
　・�焼き肉時は、生肉に触れる箸と食べる箸を分けるなど、箸の使い分けをしましょう。
　・調理器具の洗浄、消毒を十分に行いましょう。
　・�水道水以外の水（飲用井戸水など）は煮沸するなど、消毒してから使いましょう。
下痢等の症状がある場合には？
　・�腹痛・下痢・血便等の症状がある場合には、早めに医療機関を受診しましょう。
　・�トイレ使用の後には、石けんを使い、流水でしっかり手を洗いましょう。
　・タオルの共有は避けましょう。
　・�入浴をする場合は、シャワーのみにするか最後に入浴するなどしま

しょう。
　・プールの利用はやめましょう。
　・�便で汚れた衣服などは、煮沸や薬剤で消毒し、家族のものとは別に

洗濯して、天日で十分に乾かしましょう。
　・�調理は避けましょう。特に調理業務など飲食物を扱う業務に従事している方は、下記の機関に相

談しましょう。

今年は昨年に比べ、腸管出血性大腸菌による感染症の発生が増加しています（Ｈ23年６月15日現在）

腸管出血性大腸菌感染症（О
オー

157、O
オー

26 等）に注意しましょう！

健康
まめ知識 No.68

問い合わせ先　島根県薬事衛生課感染症グループ（☎0852-22-5254）
　　　　　　　役場　健康推進課　　　　　　　（☎75-1932）

県内の腸管出血性大腸菌感染症患者及び無症状病原体保有者の発生状況

合　計 23人 22人 16人 22人 55人
発生年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年
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「広報みさと」は、大豆油インクと再生紙を使っています。
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慶  弔（６月分届出・敬称略）

人口と世帯

（　）は先月との比較（住民基本台帳による７月１日現在）

人 口　5,548 人
　男　　2,603 人	 （－１人）
　女　　2,945 人	 （＋５人）
世帯数　2,455 世帯	 （＋３世帯）

愛のともしび（６月受付分）
社会福祉協議会へ次の方々よりご寄付を頂きました。（敬称略）

８月の行事予定
１日 ㈪

２日 ㈫
交通事故巡回相談（大田市役所）　9：00〜15：00
健康相談（都賀行隣保館）　13：30〜14：30

３日 ㈬ 中国補聴器センター相談会（開発センター）

４日 ㈭ 健診結果報告会（都賀地区）

５日 ㈮ 食育講演会（開発センター）

６日 ㈯ すくすく相談（美郷町子育て支援センター）

７日 ㈰

８日 ㈪ 健診結果報告会（比之宮、都賀行地区）

９日 ㈫ 大和診療所　午後：休診

10日 ㈬

11日 ㈭

12日 ㈮ 健康相談（響谷集会所、潮公民館）

13日 ㈯ 盆交流サミット（長藤集会所）

14日 ㈰

15日 ㈪

16日 ㈫

17日 ㈬

18日 ㈭ 健康相談（基幹集落センター、上野ふれあい会館）

19日 ㈮

20日 ㈯
夏の交通事故防止運動（7/21〜8/20まで）
夏の体験交流inみさと（己斐子ども会交流）（〜21日）

21日 ㈰

22日 ㈪

23日 ㈫
行政相談（君谷交流センター）
大和診療所　午後：休診

24日 ㈬
美郷町版事業仕分け（開発センター）
すくすく相談（美郷町子育て支援センター）
健康相談（比敷集会所、比之宮交流センター）

25日 ㈭
健診結果報告会（粕渕地区）　9：30〜14：30
西日本補聴器相談会　13：00〜14：30

26日 ㈮

27日 ㈯

28日 ㈰

29日 ㈪

30日 ㈫

31日 ㈬

※�慶弔欄は、掲載を希望された方のみ掲載しています。町外で届けられた方で
　名前の掲載を希望される方は、企画課（75-1924）までご連絡ください。

かるたで学ぶ男女共同参画
　島根県が、男女
共同参画社会づくり
への意識を高めるこ
とをめざし「かるた」
を作成しました。
　わかりやすくて子
どもや大人まで楽
しめるかるたです。無料貸出を行っています。地
域のイベントや職場などでぜひご利用ください。

▲

お問い合わせ先　役場企画課（☎ 75-1924）
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